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9》改臨櫓の魔髄讃嗣定謁去・補＋七・に醜稽
則が改正されたし（下記を見られよQ）そして會費はすべて暦年を蔭位ξするこ
ε、邸ち悔年一一・　El　一一　Rから十二月三十一Hまでの會餐を一・離して前納するこε
に改め侵？た。そこで此の改正規則の認り．本番々計へ會養を納めて下さっ
た方には1會員濁を贈るこεにする。此の1會員謹1は
　　賑會農たるこごの謹明であり。
　　2、其の屠年度の會：費の璽i学習であり、又隔
　　3、倉薫：天文豪の入墨｝舞である。
離ち三通りの役目を持つ。
鱒岡山支部遜憶
1、．ｵ月十日支部で日食潜四葬しずこ0
2、同　　日宮原幹専宅で「天界研究會」
凱七月十七昌午後七時から倉敷中央病院内
　看護妃養成所で、天文講話會が催され、原
名馨合匙）開台の融こついで、弓懸幹馴工
「夏の天」について、講話准試み、後ち若干
　の天泥海綴望しすご0
4．，七，月十八日支部で天僅壁心會0
5．七月十九即r山罵で水野幹事1工、山本博
　士E倉敷天文9について、・詑種の打合ぜか
　しナこ0
6s七月二十四目1津戸出帆の蓬葉丸で水欝幹
事父子［t、南天の星に憧れて渡蔓の遽につ
　き、二十・七日基隆港に上陸されナこ0
7、七月三十日基隆幾ξ）撫順丸で・水野幹事
　ば二部東岸廻りた企二（、毎夜南天の星な醗
．望、八月三日高砿港に上陸、眉月四日、五
．9の爾日に「豊承こ天丈塁を設置ぜよ」の論
　丈な越草し，夢醤日々耕澗珪に投稿されアこ
　ものが、入月十九［1の夕刊からx二十七日
　蓬索圃に亙り拐載されナこ。
S、入学匹旧から．三日間。附子頂で通俗講話
　愈が催され、水野幹事ば下甜の題鳳につい
　て講演しナこ。
　夘一夜　星のローマンス
　身5二夜　　　メくF一，肩凝。「ぐ［こ暦1こつv、r⊂
　第三夜　宇宙の廣さ
　　　　．蓑文礪餅禽一型
　　　　（大正十五年十月十七目戦）
第一條　既ノ會チ天丈同好會｝云フ
第二條　既ノ會四天丈學ノ了解デ逡干鳥ネテ
　同好冨相互ノ親睦チ讐スノが目的デア1レ
第三條　本部チ京都市吉田町京都人睡天丈二
　内二置グ
　又會員密集ノ地ニハ支部チ置ク事がア）y
第四條　髭ノ會ノ、其ノ目約テ建ス膨爲メ…髪ノ
　事業チ行フ
　一、講演（例倉毎肖一圖、縄萄年一圓、其
　　　他臨時會）
　二、講習（各緬デ臨畔二開ク）
　三、雑誌圖告ノ艮i版（雑誌ハ月一圏ヂ會員
　　　ニハ無代配布、事書ハ随時）
　四、箕地観測
　五、天文なノ経♂（倉員同門守勢がア1レ）
第五擁　庇ノ倉ノ目的二賛同ス｝レ者ハ謎デモ
　會員ニナレry
　怠費ハ毎贋隼廣罵ツ睾金麗麟恥践、僅シ魑
　翠ノ9：建襲リノ入欝轡《隼度寮マデ鯉罵金
　蕊鎗鱗ノ倉費野興
　串込ノ際ハ佳所職業生年チ記入セラレタイ
第六條本會ノ経費チ支瓠ス・レ趣意デ毎年金
　威愛重以上チ瞭Eiスァレ者チ維持倉員トス声レ
第七條一躇金壼百圓以上チ寄醒寸ス，レ者及ビ
　合員五十名以上チ紹介シタル聞及ビ総含ニ
　テ特二君請セラレタ者チ名越會員トスJV
第入曽　此ノ會ノ幹部ハ次ノ通11
　　幹事　三名　　會計　一名
　島ノ幹部ハ纏會デ選蟻セラソル看デ任期ハ
　ーケ年
嬉九経漉ノ會二語三識員若干名チ置キ、幹部
　ノオ；口談相手Fナァシ
